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　令和４年６月13日、栃木県建設業協会青年経営者連

合会（青経連）の通常総会が、宇都宮東武ホテルグラ

ンデで開催されました。まず、小林青経連会長より、

「コロナ禍の中、約３年ぶりに会員参加による総会を

開催することができました。また、今年は役員改選期

であり、会長として２年間の任期を無事に全うできた

のは、会員皆様のご協力のおかげです。」と挨拶があ

りました。

　続いて、来賓の谷黒協会長から、「協会は来年１月

に設立100周年を迎え、11月11日の記念式典をはじ

め、青経連にお願いする建設フェスタなど、数々の記

念事業を計画しています。青経連の皆様方には、当協

会の事業への引き続きのご支援とご協力をお願い申し

上げます。」と祝辞がありました。

　議事では、令和３年度の事業として、小学生等に建

設業の魅力とやりがいをPRする「総合学習支援活動」

や「献血活動」のほか、建設業が抱える諸課題の解決

に向けて「栃木県の土木事務所との意見交換会」を

行ったことを報告しました。続けて、令和４年度の事

業計画として、「建設フェスタ」の実施と「栃木県と

の意見交換会」、「栃木県建設業協会の事業」と「全

国・関東建設青年会議の各種活動」に引き続き協力し

ていくことを説明しました。

　なお、本年は、役員改選期であり、新執行部とし

て、会長に菊池祥一氏（山本建設㈱ 宇都宮支部）、副

会長に本田圭佑氏（㈱本田工務店 那須支部）、山中慎

太朗氏（㈱山中組 下都賀支部）、幹事長に岩澤賢典氏

（岩澤建設㈱ 足利支部）が選出され、新執行部を代表

して、菊池新会長から、「小林会長への２年間の感謝

の言葉と今後の活動の抱負」が述べられました。

　総会後には、青経連設立20周年を記念しての講演会

が行われました。講師には、京都サンダー㈱代表取締

役の新井恭子様をお迎えし「ＩＴとコミュニケーション

で現場を支援する新しい職域建設ディレクターの可能

性」をテーマに講演が行われ、講演後の質疑応答で

は、参加者から活発な質問が寄せられていました。

「青経連新体制のスタート」

若者にとって魅力とやりがいある業界に向けて！
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栃木県県土整備部道路保全課

持続可能な道路維持管理を目指して～道路維持管理DXの取組～

１　はじめに
　令和３年度、栃木県大田原土木事務所では、日々の道路維持管理業務の効率化、省力化を目的とした業務の
DX化に取り組み、建設現場の生産性向上を図る優れた取組を表彰するi-Construction大賞を受賞しました。
　この背景には、栃木県が管理する約3,500㎞の道路延長を限られた予算と人員で、将来にわたって必要な道
路機能を発揮し続けることができるよう、事後保全から予防保全への本格的な転換や新技術の活用などにより
維持管理費を低減させ、効率的かつ持続可能な道路維持管理を推進する必要があります。
　本稿では、効率的かつ持続可能な維持管理を目指した栃木県大田原土木事務所の取組の概要、効果、そして
栃木県の道路維持管理の今後の展望について報告します。

２　取組の概要
（１）舗装点検の効率化
　　これまでの舗装点検は、路面性状調査車により、５年に１回の頻度で路面のひび割れ、わだち掘れを計測
し、MCI（舗装の維持管理指数）による管理を実施してきました。しかし、５年に１回の点検頻度であるこ
とから、修繕工事実施時には、劣化がさらに進行していることがあるなど、現状の舗装実態に即した評価が
できていないことが課題となっていました。
　　試験導入した技術は、路面の凹凸をパトロール車両に設置したスマートフォンの鉛直加速度計により計測
し、舗装の劣化を８段階に評価することができます。これま
でのMCIによる評価とは異なるものの、代表路線における比
較では、概ね７割程度で劣化区分が一致する結果が得られた
ことから、職員自らが日々の道路パトロールと同時に舗装点
検を行うことができることを踏まえると有効な手段であるこ
とがわかりました。

（２）作業日報自動化による省力化
　　日々の道路パトロールでは、パトロール終了後に作業日報
を作成し、対応内容等について記録することとしています。
これまでは、補修等の対応を実施した箇所の位置図を住宅地
図から作成し、デジタルカメラにより撮影した写真をエクセ
ルの台帳に貼り付けるなど、作業日報が職員の負担となって
いました。
　　試験導入した技術は、スマートフォンのGPS機能により位
置情報を自動取得することで、写真に位置情報が付与され、
位置図付きの写真台帳が自動生成されるとともに、GPS機能
によりこれまではなかったルート図を自動で作成することが
でき、パトロール業務日報作成の省力化、ルート図によるパ
トロールの見える化（高度化）を図ることができました。

３　終わりに
　　限られた予算と人員で、効率的かつ持続可能な道路維持管理を推進していくことは喫緊の課題となってい
ます。

　　栃木県では、i-Construction大賞受賞を機会に、新技術の活用による舗装点検手法の本格導入を予定すると
ともに、道路維持管理のDX化をさらに加速させ、道路維持管理の効率化を図ってまいります。

写真 2　自動生成された作業日報

写真 1　スマートフォンによる点検準備状況


